
お待たせしました。
先生、何故あなたがここに呼ばれたと思いますか？

いきなり言われても心当たりがない、という顔ですね。
そんなんだから……。そんなんだから花成さんは……っ！
ふぅ……。いけない、もっと冷静にならなきゃ……。
その答えは、これです。

これ、花成さんの声ですよね？
しかもこの嬌声、先生がまるで犯しているように聞こえます！
花成さんは先生に脅されたんですよね？！
いえそうに違いありません！
花成さんは所謂ギャルではありますが、皆さんにも私にも優しい素敵な方です！
それをあなたみたいなクズの先生が、穢した！汚した！冒涜した！

先生を警察に突き出します！
あなたなんかに、花成さんが脅かされていいはずがない！

なんですか？まさか命乞いを……！

は、はぁ？！な、どうして！どうしてそういう話になるんですか！
私が、花成さんのことを好きとか、どうでもよくて！

うぐっ……！確かに。
単に通報してしまうのであれば、花成さんの悪い噂が流れるでしょう……。
じゃあ私にこの怒りを収めろとでも言うんですか？！

け、決闘……？
バカなんですか？
決闘って……。
でも勝てばこれ以上花成さんには何もしない。
そういうことでいいんですよね？

私が負ければ、そのまま花成さんは凌辱され続ける……くっ！
卑怯者！その決闘。絶対、絶対負けたりしませんから！

は、はぁ？！私に、脱げと……。
脱いでオナニーしろって言うんですか？！
それもオナニーで、先にイッた方が負けだなんて……。
……くっ！これも、これも花成さんのため。
この先生に関わらせないために……っ！

屈辱。屈辱的すぎる……っ！
こんな、クズの先生の前で裸になる、だなんて……っ！
制服を脱ぐだけでも、こんな……うぅ……！

っ！うるさいですね！
先生が脱げって、花成さんを賭けて脱げって言ったんじゃないんですか！
彼女のためなら、私の下着の１枚や２枚……っ！

ふぅ……ふぅ……、大丈夫。
こんなのに見せたって、なんにもならないんだから……！

……ブラは、外しましたよ。
次は、次は……！



つ、机に腰掛けて、足を……っ！
先生は、自分の生徒のことをなんだと思ってるんですか……！
あ、足ぐらい、広げますよ。ほら！

はぁ、はぁ……っ♡
羞恥心で、どうにかなりそう……♡
こんな、こんなことで、ムラムラしてくるなんて……♡

んぅ……、はぁ……んぅ♡
足を、広げたまま……♡
羞恥的で、屈辱的なのに、なんで、手が勝手に胸を……♡
あ、はぁ……ふぅ……っ♡あ、んう♡

っ？！先生、なんてものを……♡
嘘、昔お父さんとお風呂に入ったときなんて、あんなんじゃなかった……。
これが、勃起……♡

あんな、大きいモノを前にしたら……♡
はぁ、はぁ……♡大人の人の手で、チンコをシコシコ……♡
んあぁ……はぁ……♡アレが、花成さんの中に……っ♡
んぅ、ふぅ……はぁ、あぁ♡
胸、だけじゃ物足りない……♡
ぐっしょりの、パンツの中も……おおぉ……♡

はぁ、ああぁ、はあぁん♡
これ、あっ♡先生の、チンコのこと、目が離せない……♡
どうして……♡あんなのが小さい花成さんの中に入ったら、痛いはず♡
でも、花成さん、気持ちよさそうだった……♡
んくっ♡はぁ、んぅ、んんぅ♡
あんなのを、聞いて……見て……っ♡
んはぁ、ああ、ああっ♡
止まらない、指が、止まらない……っ♡
あぁ、はぁ……んくぅ♡うっ♡うぅん♡
胸も、お股も……っ♡気持ちよくて、ふわふわして♡
普段してるとき、よりも……おふぅ……♡
気持ちいぃ……♡気持ちいい♡
チンコ、あんなに先っぽがテカテカして、はぁはぁ♡
あぁ、うぅ♡なんか、なんか、もう……♡
イク、イッちゃう……♡まだ、まだ……♡
まだイキたくない、負けたくない♡イヤ、イヤ……っ♡♡
んんんんぅぅぅ～～～～～～～♡♡♡

……んうぅ♡うぅ、ふぅ……♡
ふぅ、ふぅ……♡先生も、イッたん、ですか……はぁはぁ♡
この……っ♡この勝負は、ドロー、ですね……♡
はぁ、はぁ……♡絶対、負かせてやります、から……♡

こ、今度は、フェラチオで勝負……？
私の、口でイカせたら勝ち、なんですよね？
すぅ……はぁ……。
その、出したくせにまだまだいきり立ってるチンコを……。
絶対イカせます。先生なんかに花成さんは渡させないですから！

すぅ……はぁ……♡
生臭くて、出したばっかりの精液の匂い……♡
ふぅ、ふぅ……♡頭が、くらくらする……。
先生の……。先生のチンコを、イカせたら勝ち。勝ちなんだ……♡
……っ！いざ！



れ、れろ……♡れろれろ、ちろちろ、ちろろろ♡
すごく変な味、しょっぱい……っ。
ちゅろ、ちゅろ♡ちゅるる……♡
精液の味も混じって、はぁ……はぁ……♡
はむっ♡ちゅるる……♡くちゅくちゅ、ちゅぷ、ぢゅるる♡
くちゅ、くちゅ……ふぅ♡ぢゅつ、ぢゅるる♡んくん……♡
精液の残りが喉に絡む……♡はぁ、はあ♡
どうしよう、さっきイッたのもあいまって、すごく……♡
はむっ♡ぢゅる、ちゅぷ、くちゅ……♡ちゅるる♡
ちろちろちろちろ♡ぢゅるる♡ふぅふぅ♡ぢゅぢゅぢゅ……♡
ぢゅっぽ♡ぢゅっぽ♡ぢゅっぽ♡ぢゅるるる……はぁ♡

ふぅ、ふぅ♡ホント、サイテーなクズ先生♡
生徒でこんなに勃起して、
あまつさえこんなにくちゅくちゅの、ぐっちゅぐちゅに透明な汁まで漏らして♡
恥ずかしくないんですか？んふぅ♡ふぅ♡
生徒にこんな、クラスの委員長に♡
だから、花成さんはたぶらかされたんだ。
彼女はクラスの人気者で、不器用な私をフォローしてくれて……はぁはぁ♡
そんな素敵な人を、クズの先生が利用して、はぁはぁ♡あんなに……んぅぅ♡

か、花成さんのこと、ですか？
別に……っ！先生に言うことではありません♡
ふぅ♡ふぅ♡こんな……♡
こんな大きなチンコで、はぁはぁ♡花成さんは……っ♡
私の好きな花成さんは……っ！

はむっ♡ちゅるちゅるちゅるちゅる♡
ちゅぽ♡ちゅっぽちゅっぽ♡ぢゅるるる♡
ぢゅちゅぢゅちゅ♡ちろちろちろちろ♡ぢゅっぽぢゅっぽ♡
ぢゅる、ちゅぷ、くちゅくちゅ♡ぢゅるる♡
んはぁ♡レロレロレロレロ♡はむ、ちゅろちゅろちゅろ♡
ちゅぅぅぅ♡ちゅぅぅぅぅ♡

イッて。イッてくださいよ♡
ブザマに、情けない顔をして♡
はぁはぁ♡敗北宣言♡先生の敗北宣言射精、しちゃってください♡

はむ♡ぢゅっぽぢゅっぽ♡
ぢゅぽぢゅぽぢゅぽぢゅぽ♡
ぢゅっちゅぢゅっちゅ♡ぢゅっちゅぢゅっちゅ♡
ぢゅぅぅぅ♡ぢゅぅぅぅっぅぅ♡♡
ぢゅるるるるるるる～～～～～～～～♡♡♡

んっ♡んん～～～～♡んっく♡
んっ♡んっ♡んん～～～～……はぁ！けほけほ！
射精で喉の奥焼けそう……。半分飲んじゃった……。
はぁ、はぁ……♡ふぅ、ふぅ……♡
負けた。先生の負け！射精して、私にイカされて♡
ふぅふぅ♡お、おとなしく……ふぅふぅ♡うぅ♡
勝ったのに、先生を負かしたのに……♡
お腹の下♡オマンコの奥が、うずいて止まんない♡

はぁ……はぁ……♡
足が、勝手に開く……♡
イヤ、なのに……
はぁ、はぁ……♡でも、先生をイカせたから勝ち。



だから、もう……！花成さんには、近づかないで、ください……♡

は、敗北寸前……？
なにを、言ってるんですか……♡
私の、勝ちで……、先生の負けです♡
負け♡負けたんですよ、先生は♡

賞金……？賞金って、なんですか♡
その、パンツに添えた手を、どけてください♡
んぅふぅ……♡賞金なんて、いらない……♡
いらないからぁ♡ムズムズするから、早くどけてぇ……♡

んんっ♡ぅう、ふぅ♡ふぅ♡待って、待ってぇ♡
そんな、お、お♡パンツを、おぉ♡すりすりしないで♡
そこ、女の子の秘密の場所♡１番柔らかいとこ、だからぁ♡
はぁ、はぁ♡んぅ♡ふぅぅん♡
せんせ、先生♡やめて、止めてください……♡
私が、してほしいのは……んあぁ♡花成さん、から距離を取ることで♡
そ、そこを……♡オマンコの入口をスリスリすることじゃ、ない、ですぅ♡
はぁはぁ♡んぅ♡ああ♡
そんなに、オマンコをコスコスって、こすられたら♡
お腹の奥、ムズムズする♡気持ち、いいので、物足りなくなる、のでぇ♡

ふぅ、ふぅ♡物足りなく、なってない、です♡
もう、先生は負けたんですから♡はぁん♡強くしないで♡
指をスリスリって、動かさないでください♡

勝者にご褒美って、おっ♡そこ♡
違う♡こんなの、おぉ♡こんなの欲しくない、からぁ♡
ふぅふぅ♡ご褒美なんていらない♡
いらない♡いらない♡いらない♡いらない♡

あ……。
い、いや。これでいい……、これでいい、はずなのに……んぅ♡
こ、これじゃあ、私が発情してるようにしか……♡
私が、ふぅふぅ♡こんなのぉ……♡
こんなの、望んでないのにぃ……♡
うぅ、オマンコが♡子宮が、好きでもない男を欲しがって仕方がない♡
私が気になっているのは、こんなクズの先生じゃないのにぃ……♡
嫌なのに、感じたくないのに……♡
欲求が止まらない、うずいて、うずいてぇ……♡

はぁ、はぁ……♡く、ください……。
私に、気持ちいいのを、ください……♡

んんぅ♡は、はぁ♡はぁ♡ああ♡
いきなり、おっぱい、も……♡首元、もぉ♡
でも、欲しくて仕方なかった……♡
悔しいけど、悔しいけどぉ……♡
少しずつ、満たされていく……♡
大人の手で触られるのも、首元にキスされるのもぉ♡
少しずつ受け入れてしまってるのが、とんでもなく怖いぃ♡

先生におっぱい、褒められても……おぉ♡嬉しくない♡
みんな、形がいいとか、美乳とか言うけどぉ♡
好きで、こんな形になったわけじゃ、おおぉ♡
はぁはぁ♡嬉しくないのに、恥ずかしいだけなのに♡
どんどん濡れてきちゃう♡オマンコから快感汁、垂れてきてる♡

花成、さんのことは……♡関係ない♡



見てもらいたい、とか……おほ♡思ったこと、ないです♡
マッサージとか、してないです、からぁ♡

んん～～～っ♡急に、乳首つねらないで♡
気持ち、気持ちよくなんか、おおぉぉ♡♡
気持ちいいです♡乳首つねられて、感じてます♡感じてますからぁ♡
だから、もっと。もっと欲しいところが♡
オマンコを、イジってほしいんです♡

あ、ああぁ♡お腹から、先生の指が滑り落ちて……♡
パンツの中に潜って、んんぅ♡

ふぅ、ふぅ……♡
オマンコの中に、先生の太くて硬い指が、あっ♡
はぁ、はぁ……♡ください……♡
動かして、ください……♡

お、お、お、お♡い、いい♡これ、これっ♡
お、い、い、いひっ♡いっ♡いい♡
ずっと、ずっとこれしてほしかった♡
オマンコくちゅくちゅ♡音立ててぐちゅぐちゅ♡
あ、あっ♡や、やぁ♡やはい♡これやはい♡
ああぁ～～～♡ああぁ～～～♡腰抜ける♡オマンコ気持ちいい♡
先生の指気持ちいい♡あ、あ、あ、あっ♡
だめ、まって♡どんどん気持ちいいのアガる♡止まんにゃい♡
だめだめだめだめ♡い、い、い、いや♡あっあっ♡
あまって、っあ♡イク、イクイク♡
イイイィィィィ～～～～～～～～～～～～～……っっっ♡♡♡

～～～～っっっ♡あああぁぁ～～～～♡♡
おっ♡オマンコから盛大に、潮吹いちゃってる♡
おほぉ～～って♡クジラみたいに、ぷしゃぁ～～～って♡
あ、あっ♡勝手に、腰浮いて……っ♡
はぁ……はぁ……♡

パンツ、履いたまま、なのに……♡
あんなのされたら、びちゃびちゃ……♡
このままじゃ、帰れない……♡
せ、先生……。責任、取ってください……♡

んえぇ？最後はタイマンで、勝負？
ま、まさか……。そのギンギンに勃起したチンコと……？
はぁ……はぁ……♡
うぅ♡さっきオマンコをイジられて、ふぅふぅ……♡
欲しがってる。チンコ、欲しがって仕方ない♡
い、いいですよ。その勝負受けて立ちます。
ただ、その前にパンツ脱がせてください。
びしょびしょにされて、気持ち悪いので……。

んぅ、しょ……はぁ、はぁ……♡
結局、先生の前で全裸になるなんて……。
今さら背中を向けて脱ぐとか、なんの羞恥なの？

んんっ♡せ、先生……？
その、お尻に乗ってる、その……。
チンコ、は……なんですか……？



んっ♡んあ♡そ、そのチンコで、マンコくちゅくちゅしないで、ください……♡
初めてが、後ろから、だなんて……♡ふぅ、ふぅ……♡

い、挿れなくてもいい、とか……っ♡
我慢するのは止めた方が、いいですよ……んぅ♡
先生の方が、挿れたくて、挿れたくて、たまらないんじゃないですかぁ？
はぁ、はぁ♡女子高生の……♡ナマのオマンコに……♡
ふぅ、ふぅ……
花成さんの、ときも……。どうせ性欲に身を任せて、挿れたんでしょう、し……♡

え？は？
花成さんが先生を好きで、彼女が情欲を煽って……？
責任を取って、花成さんと隠れて付き合うことに、なった。って。
嘘。それじゃあ花成さんは自分から望んで……。
私は、それを勘違いして、こんなにから回って……。
……遅いですよ。最初から、言い訳していれば。

謝らないでください。
ぜんぶ、私が勝手に暴走しただけですから……。
それに……。ふぅ……ふぅ……♡
結局私も、女なんだなって、思いました、から……♡
挿れてください。慰めてください♡
先生ので、せめて少しだけでも、忘れさせて、ください……♡

んんぅ～♡はっ♡はあ、ああぁ～♡
お、おぉ♡おお♡先生の、デカチン、んがぁ♡
入ってくる♡初めてマンコの中、かき分けて……♡
あ、ああ♡はあ♡はぁ……♡
後ろから、じゅぶじゅぶ、って♡お、奥まで……♡
はぁ、はぁ……♡これを、花成さんも、挿れたんですよね……？
……はぁ。すぅ、はぁ……♡
動いても、いいですよ？
少しだけでも、忘れさせてくれるの、なら……♡

んお、おっ♡お、おぉ♡
な、なにこれ……♡初めて、なのに、ぉお♡
後ろから腰掴まれて、おっ♡おっ♡チンコ、いっぱいじゅぼじゅぼ♡
気持ちいい……♡初めてなのに、はっはっはっ♡気持ちいい♡
おっ、おっ♡おっ、おぉ♡
あ、足♡かかと浮いてるっ♡つま先で立って、おおぉ♡
こ、こんなの、イヤ、なのに♡
お腹の奥、子宮はキュンキュン言ってる♡
オチンコ欲しくて♡欲しくて欲しくて、気持ちいいとこ探してる♡
探して、腰が勝手に動いてる♡
はぁはぁ♡おっ、おっ♡そこ、そこぉ♡そこぉお♡
オマンコの１番奥おおぉ♡突かれて♡強く引っ張られて♡
これ、これ気持ちいい♡それ好き♡それ好き♡
それ好きぃぃぃいいい♡♡

おっ、ぉっ♡おおっ♡おおっ♡
早くなった♡腰パンパン、早くなってる♡
強くて、おっ♡はげしっ♡しゅき、これしゅきぃ♡
はぁはぁ♡こ、これ♡負けちゃう♡
チンコ負けしちゃう♡こんなデカマラじゃ、あっ♡
私も、私も……♡私も堕ちちゃうっ♡
わた、私はぁ♡花成さん、のことが……っ♡
ホントは、花成さんのことが好きなんです♡
キツめに当たる私に比べて、花成さん、はぁ♡
優しくて、クラスの人気者、で♡
私のこと、もっ♡フォローしてくれて♡



憧れ、なんです♡好きなんです♡
その子の、先生への態度が、柔らかくなって♡
あんな声まで聞いたら、心配に、なります♡
弱みを、掴まれたかも、ってぇ♡
だから……♡だからぁ♡
私、もうどうしたらいいか、分からなくて♡
この気持ち、ぐちゃぐちゃで♡ぐちゅぐちゅでぇ♡
先生に、犯してもらわないと、分からなくなります♡
ふぅふぅ♡せん、先生、だって……♡
花成さんに、言われて、付き合って♡
でも最低の行為でぇ♡
わからない、わからないんですぅ♡
はっはっ♡あ、ああっ♡
でも。でもっ♡これだけは、情けなく興奮してるオマンコだけは本物だから♡
今は、オマンコ♡オマンコするしかないんです♡

おっ、おおぉ♡おほっ♡おおぉ♡
先生、も♡おっ♡わからないんですか？
どうしていいか、どうすればいいか♡
わ、わからない同士、もう♡もうイキ果てちゃいましょ♡
いっぱい、いっぱいイッて♡何もかも、どうでもよくなりましょお♡
チンコも♡さっきから出したい、出したいぃ♡
って、パンパンにしてる♡
チンコガチガチにして、JKに中出ししたいって、言ってます♡
はぁはぁ、わ、私、も♡おひっ♡気持ちよくイキたい♡
びゅっびゅ♡射精されて、イキたい♡イカせてください♡

おっ、おっ、おひっ、いっ♡いっ♡いぎ♡いい♡
キタ、キタキタキタキタ♡先生の本気ピストン♡腰パンパン♡
もうイキたくてイキたくて堪らないって♡息ハァハァ荒くして♡
腰、つよ♡おほ♡チンコ、中でおっきくして♡
ハァハァハァハァ♡
わ、わた♡私、おっ♡もうイキそう♡イッちゃいそう♡
中に、中に出してください♡気持ちよく、びゅるるる～～～って♡
私のこと、汚してください♡犯してください♡♡
もう、もうイキますからぁ♡
イクっ♡イキます♡
真面目な委員長が、先生と淫行して、イク♡イク♡イクぅ♡♡
イッッッッッッグゥゥウウウウ～～～～～～～～～♡♡♡

ああぁぁぁ～～～～～～～～♡♡出てる♡出てる♡
いっぱい中に♡おおぉぉぉ♡中にも、外にも♡
精液と潮、いっぱいよご、汚してぇ……♡
あっ♡ああっ♡あひっ♡いぃ♡
はぁ……はぁ……♡あ、あぁ……♡
いっぱい、中に……。先生の、精液……いっぱい……♡
はぁ……はぁ……。
せ、先生？私、結局どうしたらいいんでしょうか？
花成さんは先生が好きで、私の、気持ちは届かなくて……。
こんな気持ち、初めてで。
失恋だとか、もう……。苦しくて……。

んぅ……。
なんとかする、とか言いたいんですか？

今は。今だけは、先生に頼ってもいいですか？
先生を認めたわけじゃないです。
けど、花成さんが好きな先生、なので。
だから、その……。



この気持ちを、どうにかしてください……！


